
hirokazu
テキストボックス
健康と長寿への挑戦 --- 食品栄養科学からのアプローチ木苗直秀 編著, 南山堂, pp. 7-11 (2006)

hirokazu
テキストボックス
小 林 裕 和静岡県立大学 大学院生活健康科学研究科 食糧(植物)細胞工学研究室





補稿: 詳細は H. Kobayashi, 2006
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植物を碁盤にした新規維持型社会への回帰

図2 シロイヌナズナ耐塩性突然変異系統
a :野生系統（コロンピア） ． b:耐塩性変異体（右側）
通常培地で3週間生育後． 200mM NaCl（洵水の1/2弱のi農度）含有培地に移し3週問培養．

ル植物シロイヌナズナの実生から， 耐塩性突然変異体を選抜した． 約15万個体から耐塩
性突然変異体を2系統得た（図2). 塩ストレスによって， 植物細胞中には活性酸素（有

害）が生じるが， 2 系統のうちの一 つの耐塩性突然体は， 活性酸素消去系として知られて
いるスー パ ー オキシドジスムタ ー ゼ(SOD)およびアスコルビン酸ペルオキシダ ー ゼと
いう酵素の活性が額著に増大していた ． もう一 方の突然変異系統においては， 逍伝子発現
を制御する遺伝子の発現があがっており， この遺伝子を強制発現させることにより， 75
mM NaCl 含有培地において， 野生系統は枯死するにもかかわらず， 逍伝子導入系統はす
べての個体が生存し， 成長した ． さらに， この逍伝子を強制発現させたシロイヌナズナ
は， 野生系統が生育できない低温環境下 (4 ℃で4 週間）においても成長し， 開花した ．

この遺伝子を樹木や農作物に導入することにより， 塩集積地や寒冷地の緑化や作物栽培が
可能になる ．

—• こで紹介した箪者らの研究は， 安全な植物逍伝子操作技術を基盤にして， 食べて健
—• 康な野菜の開発， さらに地球規模での緑化や食糧供給への貢献を目指すものであ

る ． 遺伝子組換え農作物の国内での商用栽培は行われておらず， 本技術もまずは閉鎖系で
の培養細胞を用いた物質生産が指向される ． 精製成分は， 遺伝子組換え農作物としては扱
われないため， 現行制度下で商品化は可能である ． 遺伝子組換え農作物あるいはその粗抽
出物は， 安全性評価に課せられる ． この種の洗礼を受けて， 世に送ることになる ． これら
は，「第二世代遺伝子組換え農作物」であり， 安全であり消費者は恩恵を享受するはずで
ある ．

一方， 食糧・環境問題の解決に向けて， 政治的かつ経済的な努力は不可欠であるが，
よりよい生活と子孫の繁栄を願う個人の思いが集約され， 世論として遺伝子組換え植物の
重要性が顧みられれば， 人類の将来は悲観的ではないはずである．

なお， ここで紹介した研究について詳しく知りたい方は， URL(http://sfns.u-shizuoka
ken.ac.jp / pctech/ pdf/)を参照されたい．
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補稿: 詳細は K. Tsugane et al., 1999

補稿: 現在のホームページ

https://academic.oup.com/plcell/article/11/7/1195/6008458?login=false
https://ginsight-jpn.com/pctech/index.html



